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市
で
は
、
中
心
市
街
地
の
再
生
と
活
性
化
を
図
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
ハ
ー
ド
事
業

と
し
て
「
中
心
市
街
地
中
核
施
設
整
備
支
援
事
業
」、
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
「
ま
ち
な

か
活
性
化
プ
ラ
ン
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
２
回
目
と
な
る
今
回
は
、
ソ
フ

ト
事
業
「
ま
ち
な
か
活
性
化
プ
ラ
ン
事
業
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

商
工
政
策
課　

☎
23

－

２
９
８
３

ま
ち
な
か
活
性
化
プ
ラ
ン

「
都
城
市
ま
ち
な
か
活
性
化
プ
ラ
ン
」

は
、
中
心
市
街
地
で
行
っ
て
き
た
こ
れ

ま
で
の
施
設
整
備
事
業
を
生
か
し
な
が

ら
、
一
層
の
活
性
化
を
促
す
ソ
フ
ト
事

業
を
展
開
し
て
い
く
た
め
、
市
民
委
員

に
よ
る
検
討
な
ど
を
行
い
、
平
成
23
年

２
月
に
市
が
策
定
し
た
計
画
で
す
。

市
で
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
平

成
23
年
度
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
な
ど

の
連
携
・
協
働
に
つ
な
が
る
事
業
や
、

地
域
独
自
の
伝
統
・
文
化
な
ど
の
資
源

を
生
か
し
た
事
業
な
ど
、
15
の
ま
ち
な

か
活
性
化
プ
ラ
ン
事
業
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
ま
ち
な
か
の
来
街
者
や
居
住
者

の
増
加
と
交
流
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

平
成
25
年
度
ま
で
に
実
施
し
た
事
業

と
し
て
は
、
複
数
の
商
店
街
が
連
携
し

た
「
ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
タ
」
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
支
援
事
業
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
Ｊ
Ｒ
都
城
駅
な
ど
５
カ
所
に

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
し
、
買
い
物
や
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
な

ど
で
中
心
市
街
地
を
訪
れ
る
人
の
利
便

性
の
向
上
と
回
遊
を
促
す
「
ま
ち
な
か

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
」
や
、
中
心
市

街
地
へ
の
出
店
促
進
を
目
的
と
し
た

「
ま
ち
な
か
起
業
支
援
事
業
」
な
ど
に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。

ハ
ー
ド
事
業
と
ソ
フ
ト
事
業
の
連
動

平
成
23
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ま
ち

な
か
活
性
化
プ
ラ
ン
事
業
。
し
か
し
、

開
始
直
前
に
都
城
大
丸
が
閉
店
す
る
な

ど
、
そ
の
環
境
は
計
画
策
定
時
と
は
大

き
く
変
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
度

か
ら
都
城
大
丸
跡
地
の
再
生
に
向
け
た

取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
都
城
大
丸
跡
地
に
新
た
に
整
備
さ

れ
る
民
間
・
公
共
施
設
の
効
果
を
高
め

る
た
め
に
も
、
ハ
ー
ド
事
業
と
連
動
し

た
ソ
フ
ト
事
業
の
役
割
は
さ
ら
に
大
き

く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
都
城
商
工
会
議

所
が
実
施
し
た
市
民
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど

を
基
に
、
昨
年
度
、
ま
ち
な
か
活
性
化

プ
ラ
ン
事
業
の
再
検
討
を
実
施
。
最
終

的
に
、
継
続
事
業
を
含
む
20
事
業
に
再

編
し
、
本
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で

に
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
度
の
取
り
組
み

本
年
度
は
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
次
の
よ
う
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業

街
の
景
色
を
明
る
く
変
え
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
ゆ
ず
り
葉
大
通
り
に
加
え

て
、
中
央
通
り
や
12
番
街
（
ほ
お
ず
き

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）、
交
流
プ
ラ
ザ

北
側
の
ワ
ン
パ
ー
ク
に
も
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。

高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
と
次

世
代
育
成
を
目
的
に
、
都
城
ぼ
ん
ち
市

（
毎
月
第
２
日
曜
日
開
催
）
に
合
わ
せ
、

都
城
東
高
校
の
生
徒
が
、
中
心
市
街
地

の
店
舗
で
月

替
わ
り
の
メ

ニ
ュ
ー
を
提

供
す
る
レ
ス

ト
ラ
ン
事
業

を
実
施
し
て

い
ま
す
。

ア
ー
ケ
ー
ド
等
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

来
街
者
の
安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
主
に
中
心
市
街
地

の
８
つ
の
商
店
街
が
取
り
組
む
、
ア
ー

ケ
ー
ド
な
ど
の
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
配
置
調
査
事
業

都
城
大
丸
跡
地
や
周
辺
商
店
街
を
対

象
に
行
う
ソ
フ
ト
事
業
や
、
街
の
雰
囲

気
を
変
え
る
仕
掛
け
を
行
う
専
門
職
と

し
て
、「
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の

配
置
を
調
査
・
検
討
し
ま
す
。

※
次
回
（
３
月
号
掲
載
予
定
）
は
、都
城

大
丸
跡
地
で
整
備
さ
れ
る
民
間
・
公

共
施
設（
中
心
市
街
地
中
核
施
設
）の

概
要
と
、
今
後
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

ま
ち
な
か
再
生
を

考
える
（2）



霧島ジオパークグッズ

ジオガイド養成講座
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「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
は
、
世
界
的
に
美
し
く
貴
重
な
地
形
や
地
質
に
触
れ
、
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
自

然
公
園
の
こ
と
で
す
。
今
回
は
、
霧
島
山
麓
周
辺
の
５
市
１
町
（
都
城
市
・
高
原
町
・
小
林
市
・
え
び
の
市
・

霧
島
市
・
曽
於
市
）
で
進
め
て
い
る
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課　

☎
23

－

２
６
１
５

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
と
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の

支
援
で
設
立
さ
れ
た
「
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
審
査
を
受
け
認

定
さ
れ
ま
す
。
平
成
26
年
９
月
現
在
、

世
界
30
カ
国
１
０
０
地
域
が
認
定
さ
れ

て
い
て
、
国
内
に
は
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク

な
ど
７
地
域
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
国
内
版
と
な
る
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に

は
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
７
地
域
を
含

め
て
36
地
域
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
霧
島
山

霧
島
山
の
豊
か
な
資
源
を
活
用
し
、

地
域
振
興
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
20
年
10
月
、
霧
島
山
麓
周
辺

の
５
市
１
町
で
構
成
す
る
「
霧
島
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会
」
を
設
立
。

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
た
活
動

が
始
ま
り
、
平
成
22
年
９
月
14
日
に
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

５
市
１
町
で
協
力
し
な
が
ら
、
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
目
指
し
、
次
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

関
之
尾
む
か
え
び
と
の
会

ジ
オ
サ
イ
ト
で
あ
る
関
之
尾
滝
の

案
内
を
目
的
に
平
成
21
年
に
設
立
。

年
中
無
休
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
滝
の
案
内
（
無
料
）】

●
申
込
人
数

　

３
人
以
上

●
申
込
期
限

　

１
週
間
前
ま
で

【
紙
芝
居
】

●
料
金　

１
組

　

２
、０
０
０
円

●
申
込
期
限　

１
週
間
前
ま
で

●
内
容　

①
お
雪
さ
ん
物
語
（
関
之

尾
に
伝
わ
る
話
）
②
坂
元
源
兵
衛
物

語
（
前
田
用
水
路
を
テ
ー
マ
に
し
た

話
）

◎
問
い
合
わ
せ　

関
之
尾
緑
の
村

　
　
　
　
　
　
　

☎
37

－

２
９
２
９

み
や
こ
ん
じ
ょ
ジ
オ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ

霧
島
山
登
山
の
企
画
や
ジ
オ
サ
イ

ト
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

み
や
こ
ん
じ
ょ
ジ
オ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ

☎
33

－

１
０
４
６

都
城
市
の
取
り
組
み

本
市
で
も
、市
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト（
ジ

オ
パ
ー
ク
内
の
見
ど
こ
ろ
）
を
巡
る
ツ

ア
ー
な
ど
を
開
催
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の

魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

目
指
せ！

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

霧島ジオパーク活性化会議
5 市 1 町の観光協会やガイドを中心

に、霧島の活性化を目指して平成22年に
発足。地元の食文化を広く紹介する「が
ねコンテスト」の開催や、霧島ジオパー
クグッズの製作・販売、各種イベントで
の啓発活動など、民間が主体となったＰ
Ｒ活動を展開しています。

霧島ジオガイド養成講座
ジオパークの魅力発信を目的としたガイドの養成講座を開講。これまでに
100人を超える人たちが受講しています。

その他にも、
・小中学校へのジオパーク特設コーナー
設置
・ジオパーク内を巡るツアーの開催
・霧島山学習本の製作・配布
・啓発看板の設置
・紹介ＤＶＤの製作
・ホームページの開設
など、さまざまな取り組みを行っています。

霧島ジオパーク推進連絡協議会の取り組み
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飲
酒
運
転
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
、
み
ん
な
の
チ
カ
ラ

飲
酒
運
転
は
、
人
の
命
を
奪
う
こ
と
も

あ
る
重
大
な
犯
罪
行
為
で
す
。
市
で
は

こ
れ
ま
で
関
係
機
関
と
と
も
に
、
飲
酒

運
転
根
絶
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
な
く
な
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。
今

回
は
、
市
の
飲
酒
運
転
の
現
状
や
、
取

り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

生
活
文
化
課　

☎
23

－

７
１
８
３

な
く
な
ら
な
い
飲
酒
運
転

飲
酒
運
転
は
、
重
大
な
交
通
事
故
に

直
結
す
る
極
め
て
悪
質
で
危
険
な
犯
罪

行
為
で
す
。
同
乗
者
や
酒
を
提
供
し
た

人
に
も
厳
し
い
罰
則
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
都
城
警
察
署
管
内

の
飲
酒
運
転
検
挙
者
数
は
、
平
成
19
年

か
ら
５
年
連
続
で
県
内
最
多
を
記
録
。

平
成
24
年
は
ワ
ー
ス
ト
２
位
で
し
た

が
、
25
年
は
再
度
、
ワ
ー
ス
ト
１
位
と

な
り
、
本
年
も
ワ
ー
ス
ト
２
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
歴
史
に
興
味
が
あ

っ
た
と
い
う
田
代
さ
ん
。
高
校
で
教
壇

に
立
つ
傍
ら
、
神
社
や
史
跡
を
巡
り
、

都
城
の
歴
史
と
文
化
を
独
自
に
学
ん
で

い
ま
し
た
が
、
よ
り
深
く
学
び
た
い
と

思
い
、
昭
和
60
年
に
都
城
史
談
会
、
南

九
州
文
化
研
究
会
に
入
会
し
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
都
城
の
歴
史
を
、
楽
し

み
な
が
ら
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
」
と

の
思
い
か
ら
、庄
内
の
乱
を
描
い
た「
都

城
の
乱
」
や
幕
末
の
都
城
島
津
家
を
描

い
た
「
都
城
幕
末
伝
」、
都
城
市
民
劇

団
公
演
「
都
城
の
乱
」
な
ど
、
多
く
の

歴
史
小
説
や
舞
台
脚
本
を
執
筆
し
て
き

ま
し
た
。

平
成
19
年
に
は
「
都
城
歴
史
と
文
化

の
ま
ち
づ
く
り
会
議
」（
平
成
21
年
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
）
を
設
立
。
鹿
児
島
藩

で
行
わ
れ
た
青
少
年
教
育「
郷ご

中じ
ゅ
う

教
育
」

を
体
験
す
る
講
座
や
、
都
城
島
津
邸
を

中
心
に
活
動
す
る
歴
史
観
光
ガ
イ
ド
の

養
成
講
座
な
ど
を
実
施
し
て
い
て
、
体

験
を
通
じ
た
文
化
継
承
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

都
城
市
文
化
賞
は
、
本
市
の
文
化
の
向
上
や

発
展
に
顕
著
な
業
績
ま
た
は
功
労
の
あ
っ
た

個
人
・
団
体
に
対
し
て
、
都
城
市
文
化
賞
条

例
に
基
づ
き
贈
呈
す
る
も
の
で
、
旧
都
城
市

時
代
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
に
98
人
・
７
団
体

が
受
賞
し
て
い
ま
す
。
新
市
と
な
っ
て
９
回

目
と
な
る
今
回
は
、
文
化
功
労
部
門
で
田
代

義
博
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

生
活
文
化
課　

☎
23

－
２
１
３
２

県
内
の
飲
酒
運
転
検
挙
者

市
の
取
り
組
み

市
で
は
、
関
係
機
関
や
団
体
と
一
体

と
な
っ
て
、
早
朝
や
夕
刻
の
街
頭
啓
発

活
動
の
ほ
か
、
各
種
企
業
や
団
体
が
実

施
す
る
交
通
安
全
教
室
で
飲
酒
運
転
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ

ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
推
奨
店
の
協
力
を
得

て
、
飲
酒
運
転
を
さ
せ
な
い
環
境
づ
く

り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

12
月
は
飲
酒
運
転
根
絶
月
間
で
す
！

飲
酒
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
の
時
期

に
合
わ
せ
て
、
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。「
飲

酒
運
転
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
み
ん

な
の
チ
カ
ラ
」
を
合
言
葉
に
、
飲
酒
運

転
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

（平成26年1月1日～ 10月31日）

県全体 276 件（昨年+28）

1位 宮崎北 54 件（昨年+28）

2位 日向 38 件（昨年+14）

2 位 都城 38件（昨年－5）

4 位 延岡 27 件（昨年+1）

4位 宮崎南 27 件（昨年－1）

平
成
26
年
度 

都
城
市
文
化
賞

飲酒運転は飲酒運転は

許許しません!しません!

文化功労部門

田
た

代
しろ

　義
よし

博
ひろ
さん（都原町）



選挙に
いっがね!
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県
民
の
代
表
を
選
ぶ
重
要
な
選
挙
で
す
。
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
一
人
一
人

の
大
切
な
１
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

☎
23

－

７
８
６
４

期日前投票用の請求
書兼宣誓書は、左角
から開いてください

入
場
整
理
券
は
右
角
か
ら
開
い
て
く
だ
さ
い

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
で
す
。

●
住
所
要
件　

平
成
26
年
９
月
３
日
以

前
か
ら
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、

登
録
日
の
12
月
３
日
現
在
、
引
き
続
き

市
内
に
住
ん
で
い
る
人

※
９
月
４
日
以
降
に
県
内
の
市
町
村
か

ら
転
入
し
た
人
は
、
旧
住
所
地
の
市

町
村
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
場
合
、
引
き
続
き
本
市
に

住
所
が
あ
る
旨
の
証
明
（
居
住
証
明

書
）
が
必
要
に
な
り
ま
す

●
年
齢
要
件　

平
成
６
年
12
月
22
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人

投
票
所　

市
内
の
85
投
票
所
で
投
票
が

行
わ
れ
ま
す
。
必
ず
入
場
整
理
券
で
場

所
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

階
段
や
段
差
の
あ
る
投
票
所
で
介
添

え
な
ど
が
必
要
な
人
は
、
投
票
所
の
係

員
に
気
軽
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

開
票　

21
時
20
分
か
ら
早
水
公
園
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー
で
即
日
開
票
。
参
観
は

市
内
在
住
の
選
挙
人
に
限
り
ま
す
。

投
票
所
入
場
整
理
券
の
郵
送

入
場
整
理
券
は
、
12
月
初
旬
に
郵
送

す
る
予
定
で
す
。
入
場
整
理
券
を
作
成

し
た
日
以
降
の
転
居
や
戸
籍
の
異
動
な

ど
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

入
場
整
理
券
を
持
参
す
る
と
、
期
日

前
投
票
や
投
票
日
当
日
の
手
続
き
が
簡

単
で
す
。
入
場
整
理
券
が
な
く
て
も
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票

で
き
ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
投
票
所

で
そ
の
旨
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
裏
面
の
期
日
前
投
票
用
宣
誓
書

事
前
に
記
入
し
て
期
日
前
投
票
所
に

持
参
す
る
と
、
受
け
付
け
が
早
く
済
み

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い

る
人
で
、
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
人
や

要
介
護
状
態
区
分
が
「
要
介
護
５
」
の

人
は
、郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、事
前
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
病

院
や
老
人
福
祉
施
設
な
ど
に
入
院
・
入

所
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
病
院
な
ど
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

選
挙
公
報　

12
月
12
日
㈮
に
新
聞
折
り

込
み
で
配
布
す
る
予
定
で
す
。
市
役
所

や
銀
行
、
一
部
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。
郵

送
希
望
の
人
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

12
月
21
日
㈰
は
宮
崎
県
知
事
選
挙
の
投
票
日

一部の投票所で
投票時間が変わります!

投票日に用事がある人は
期日前投票ができます!

庄内地区 全て午後 7時まで
西岳地区 全て午後 6時まで

中郷地区 石原、尾平野は午後 5時、他は
午後 7時まで

山之口地区
永野、飛松は午後 5時、青井岳
は午後 6時、上富吉は午後 7時、
他は午後 8時まで

高城地区 四家は午後 6時、他は午後 7時
まで

山田地区 全て午後 7時まで

高崎地区 前田、笛水は午後 6時、他は午
後 7時まで

投票時間は午前 7時から午後 8時までです。
ただし、次の地区の投票所の閉鎖時刻が変更に
なりますので、ご注意ください。

仕事やレジャー、冠婚葬祭、病気や出産など
のため、投票日に投票所に行けない人は期日前
投票ができます。
どの期日前投票所でも投票できますが、総合

支所や地区公民館は、期間や時間が異なります
ので、ご注意ください。期日前投票をするとき
は、「投票用紙請求書兼宣誓書」の提出が必要で
す。入場整理券裏面の宣誓書を事前に記入して
持参すると、受け付けが早く済みます。

<場所および日程>
コミュニティセンター（市美術館前）
●期間　12月 5日㈮～ 20日㈯
●時間　午前 8時30分～午後 8時
山之口・高城・高崎総合支所、山田総合センター、
沖水・志和池・庄内・西岳・中郷地区公民館
●期間　12月 7日㈰～ 20日㈯
●時間　午前 8時30分～午後 8時
※西岳地区公民館は午後 6時まで
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「
償
却
資
産
」
と
は
？

固
定
資
産
税
で
い
う
「
償
却
資
産
」

と
は
、
土
地
、
家
屋
以
外
で
事
業
用
に

使
わ
れ
る
資
産
の
こ
と
で
、
課
税
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
会
社
や
個

人
で
工
場
、
商
店
、
理
・
美
容
店
、
病

院
、
建
設
業
、
ア
パ
ー
ト
・
借
家
経
営
、

農
業
な
ど
の
事
業
を
し
て
い
る
人
が
、

そ
の
事
業
の
た
め
に
使
用
す
る
構
築
物

や
機
械
、
機
具
（
器
具
）、
備
品
な
ど
が

償
却
資
産
に
当
た
り
、
課
税
対
象
と
な

り
ま
す
。

た
だ
し
、
事
業
用
と
し
て
使
用
し
て

い
て
も
、
自
動
車
の
よ
う
に
自
動
車
税

（
軽
自
動
車
税
）
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
も
の
な
ど
は
除
き
ま
す
。

な
お
、
償
却
資
産
の
免
税
点
は
、

１
５
０
万
円
で
す
。
所
有
し
て
い
る
償

却
資
産
の
評
価
額
（
課
税
標
準
額
）
の

合
計
が
１
５
０
万
円
未
満
の
場
合
、
固

定
資
産
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
申

告
は
必
要
で
す
。

　
　

申
告
す
る
も
の
が
な
く
て
も
申
告

　
　

し
な
い
と
い
け
な
い
の
？

　
　

償
却
資
産
は
、
法
令
で
毎
年
申
告

　
　

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い

場
合
や
課
税
さ
れ
な
い
場
合
で
も
申
告

が
必
要
で
す
。
正
当
な
理
由
が
な
く
申

告
を
し
な
か
っ
た
場
合
や
、
虚
偽
の
申

告
を
し
た
場
合
は
、
罰
金
な
ど
の
罰
則

規
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　

確
定
申
告
の
と
き
「
減
価
償
却
資

　
　

産
申
告
」
を
す
る
予
定
で
も
、
別

に
申
告
し
な
い
と
い
け
な
い
の
？

　
　
「
減
価
償
却
資
産
申
告
」
は
確
定

　
　

申
告
な
ど
で
税
控
除
を
目
的
に
申

告
す
る
も
の
で
、
課
税
を
目
的
と
す
る

固
定
資
産
税
の
「
償
却
資
産
申
告
」
と

は
違
う
も
の
で
す
。

事
業
用
と
し
て
市
内
で
所
有
す
る
償

却
資
産
は
、
市
長
に
対
し
て
申
告
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
の
方
法
は
？

12
月
下
旬
に
申
告
書
を
送
付
し
ま

す
。
そ
の
申
告
書
に
償
却
資
産
の
所
有

状
況
を
記
入
し
、
１
月
末
日
ま
で
に
資

産
税
課
、
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

12
月
下
旬
を
過
ぎ
て
も
申
告
書
が
送

ら
れ
て
こ
な
い
人
や
、
新
規
に
事
業
を

開
始
し
た
人
は
、
資
産
税
課
へ
連
絡
く

だ
さ
い
。

工
場
や
商
店
、
農
業
を
営
ん
で
い
る
、
ま
た
駐
車
場
や

ア
パ
ー
ト
を
貸
し
て
い
る
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る

人
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
所
有
し
て
い
る
償
却
資

産
を
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

資
産
税
課　

☎
23

－

２
１
２
４

事
業
主
の
皆
さ
ん
１
月
は
償
却
資
産
の
申
告
月
で
す

申
告
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す

QQ AA

具
体
的
な
対
象
物
は
？

１
月
１
日
現
在
で
所
有
し
て
い
る
事
業
用
の
構
築
物
や
機
械
、
機
具
（
器
具
）、

備
品
な
ど
で
す
。
主
な
業
種
別
の
具
体
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
飲
食
店

厨
房
設
備

冷
蔵
庫

レ
ジ
ス
タ
ー

応
接
備
品

◎
小
売
業

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

冷
蔵
ス
ト
ッ
カ
ー

レ
ジ
ス
タ
ー

食
品
ス
ラ
イ
サ
ー

◎
ア
パ
ー
ト
・
借
家
経
営

ご
み
集
積
ボ
ッ
ク
ス

駐
輪
場

屋
根
付
き
車
庫

◎
理
・
美
容
業

理
美
容
い
す

洗
面
設
備

サ
イ
ン
ポ
ー
ル

タ
オ
ル
蒸
し
器

◎
農
業

家
畜
用
設
備

農
耕
用
器
具

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

◎
各
種
共
通

看
板
、
駐
車
場
舗
装
、
外
灯
照
明

設
備
、
受
変
電
設
備
、
空
調
設
備
、

太
陽
光
発
電
設
備
（
確
定
申
告
な

ど
で
税
控
除

を
受
け
て
い

る
場
合
は
、

申
告
が
必
要
）

な
ど
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平
成
27
年
１
月
か
ら
、
70
歳
未
満
の
高

額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
変
更

に
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
６
３
４

高
額
療
養
費
制
度

高
額
療
養
費
制
度
は
、
１
カ
月
に
医

療
機
関
や
薬
局
の
窓
口
で
支
払
っ
た
額

が
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合

に
、
超
過
額
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

※
保
険
診
療
外
の
費
用
や
、
入
院
時
の

食
費
負
担
を
除
く

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

医
療
機
関
な
ど
を
受
診
す
る
と
き

に
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
を
提
示
す
る
と
、
医
療
機
関
な

ど
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
保
険
年

金
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
の
算
定

基
準
も
変
更
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

保
険
年
金
課
、
ま
た
は
介
護
保
険
課
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※保険税課税所得とは、国民健康保険税算定の基礎となる基礎控除後の
総所得額です
※自己負担限度額の計算は、同一世帯内で、受診者、医療機関（入院、外来、
医科、歯科）ごとに、21,000円以上のものを合算します
※多数該当とは、過去 1年間に医療費が限度額を超えた月が 4回以上あ
る場合に、 4回目の月から限度額が下げられます

高額療養費制度・高額介護合算療養費制度の医療に関する問い合わせ　保険年金課　☎23-2634
高額介護合算療養費制度の介護に関する問い合わせ　　　　　　　　　介護保険課　☎23-2114

区分 所得要件 自己負担限度額

A

保険税課税所得
600万円超の世帯
（世帯内に未申告者がいる場合
を含む）

150,000円+（総医療費－500,000円）×1%
（多数該当：83,400円）

B 保険税課税所得
600万円以下の世帯

80,100円+（総医療費－267,000円）×1%
（多数該当：44,400円）

C 住民税非課税世帯 35,400円（多数該当：24,600円）

平成26年12月まで

区分 所得要件 自己負担限度額

ア

保険税課税所得
901万円超の世帯
（世帯内に未申告者がいる場合
を含む）

252,600円+（総医療費－842,000円）×1%
（多数該当：140,100円）

イ 保険税課税所得
600万円～ 901万円以下の世帯

167,400円+（総医療費－558,000円）×1%
（多数該当：93,000円）

ウ 保険税課税所得
210万円～ 600万円以下の世帯

80,100円+（総医療費－267,000円）×1%
（多数該当：44,400円）

エ 保険税課税所得
210万円以下の世帯 57,600円（多数該当：44,400円）

オ 住民税非課税世帯 35,400円（多数該当：24,600円）

平成27年1月以降

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
変
更
に
な
り
ま
す


